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〈新規受託〉研 究 検 査

No.2018-38   Date 2018.10.1

FGF-23	（Fibroblast	Growth	Factor	23）は251のアミノ酸からなる32kDaの蛋白質で、分泌時に

N末端のアミノ酸24残基がシグナルペプチドとして脱落し、残りの227個のアミノ酸からなる蛋白が

活性体（Intact	 FGF-23）として生体内で働くと考えられています。主に骨細胞から分泌され、腎臓

からのリン排泄促進、ビタミンD活性化の抑制などの作用を有し、低リン血症性くる病、骨軟化症では、

血中FGF-23濃度が上昇することが知られています。

また、慢性腎臓病（CKD）では、腎機能低下に伴うリン蓄積に反応してFGF-23の分泌が上昇し、併せて

腎臓でのビタミンDの活性化抑制により副甲状腺ホルモン（PTH）の分泌が促進され、二次性副

甲状腺機能亢進症に至ります。

FGF-23の測定は、低リン血症性くる病、骨軟化症及びCKDにおける二次性副甲状腺機能亢進症の

病態を把握する指標として期待されています。

本項目では生理活性を持つIntact	FGF-23を測定いたします。



【検査方法の参考文献】 

 Yamazaki Y., et al.: J Clin Endocrinol Metab 87, 4957-4960, 2002.

依 頼 コ ー ド No. 11490

検 査 項 目 名 FGF - 23

統 一 コ ー ド 4Z323 - 0000 - 023 - 023

検 体 必 要 量 血清 0.3mL

容 器 B -1→ S -1

検 体 の 保 存 方 法 凍結

所 要 日 数 5〜19

検 査 方 法 EIA法

参 考 基 準 値 19.3〜67.1

単 位 pg/mL

報 告 範 囲 10.0未満 〜 最終値

報 告 桁 数 小数第1位

検査実施料/判断料 未収載
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